
(57)【要約】

【課題】ＬＥＤを光源とする車両用ＬＥＤ灯具において

、ＬＥＤの自己発熱の放熱性を高めることによってＬＥ

Ｄの温度上昇を抑制し、よってＬＥＤの発光効率の低下

が低減されて所定の照射光量を確保することが可能とな

る車両用ＬＥＤ灯具を提供することにある。

【解決手段】主に前面レンズ１、ハウジング２及び背面

カバー３とで灯室４を形成し、ＬＥＤ光源１０が載設さ

れたマウント部１１が延びる第一のヒートシンク部１２

を灯室４内に、第二のヒートシング部１７を灯室４外に

夫々配設し、第一のヒートシンク部１２と第二のヒート

シング部１７とを背面カバー３を挟んで一体化した。Ｌ

ＥＤ光源１０で発生した熱は、第二のヒートシング部１

７及び前面レンズ１の夫々を介して灯室４外に放散され

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 前 面 レ ン ズ と 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 背 面 カ バ ー と に よ っ て 灯 室 が 形 成 さ れ 、 少 な
く と も １ つ の Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 と 、 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 か ら 出 射 さ れ た 光 の 光 路 を 制 御 す る 光 学 系 と
、 一 部 に 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 が 載 設 さ れ た 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 と を 備 え た 灯 具 ユ ニ ッ ト が 前
記 灯 室 の 内 部 に 配 設 さ れ 、 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 が 前 記 灯 室 の 外 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 第 一
の ヒ ー ト シ ン ク 部 と 前 記 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 と が 前 記 背 面 カ バ ー を 挟 ん で 一 体 化 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 、 前 記 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 及 び 前 記 背 面 カ バ ー の 夫 々 は 熱
の 良 導 体 で あ る 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 Ｌ
Ｅ Ｄ 灯 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 は Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ を 備 え た Ｌ Ｅ Ｄ 装 置 の い ず れ か 一 方 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は Ｌ Ｅ Ｄ を 光 源 と す る 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 発 光 ダ イ オ ー ド （ 以 下 、 「 Ｌ Ｅ Ｄ 」 と 称 す る ） は 温 度 上 昇 に よ っ て 発 光 効 率 が 低 下 す る
と い う 特 性 を 有 し て い る 。 Ｌ Ｅ Ｄ の 温 度 上 昇 の 要 因 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 点 灯 時 の 自 己 発 熱 や 高 温
環 境 下 に 晒 さ れ た 場 合 等 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 Ｌ Ｅ Ｄ は 各 種 ラ ン プ に 比 較 し て 一 般 的 に 小 型 、 低 消 費 電 力 、 長 寿 命 等 の 利 点 を 有
し て お り 、 従 来 こ の 利 点 を 利 用 し て ハ イ マ ウ ン ト ス ト ッ プ ラ ン プ 、 ス ト ッ プ ア ン ド テ ー ル
ラ ン プ 、 方 向 指 示 灯 等 の 車 両 用 灯 具 の 光 源 と し て 使 用 さ れ 、 近 年 で は Ｌ Ｅ Ｄ を 光 源 と す る
車 両 用 前 照 灯 の 提 案 ・ 開 発 も な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 車 両 用 灯 具 は 一 般 的 に 前 面 レ ン ズ と ハ ウ ジ ン グ と に よ っ て 灯 室 が 形 成 さ れ て お り 、 そ の
灯 室 内 に 光 源 と な る Ｌ Ｅ Ｄ が 支 持 さ れ て い る 。 そ こ で Ｌ Ｅ Ｄ を 点 灯 す る と 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 自 己
発 熱 に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ 自 体 の 温 度 が 上 昇 し 、 そ の 結 果 Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 効 率 が 低 下 す る こ と に よ
っ て 灯 具 の 照 射 光 量 が 低 減 す る と 共 に 、 極 端 な 場 合 に は 灯 具 に 要 求 さ れ る 配 光 性 能 や 配 光
規 格 を 満 足 し な く な る 可 能 性 も 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 上 記 問 題 の 発 生 を 抑 制 す る よ う な 車 両 用 前 照 灯 の 提 案 が な さ れ て い る 。 そ れ は
図 ３ に 示 す よ う に 、 透 明 カ バ ー ５ １ と 、 ラ ン プ ボ デ ィ ５ ２ と 、 鉛 直 パ ネ ル 部 ５ ３ 、 ユ ニ ッ
ト 支 持 部 ５ ４ 及 び ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ が 一 体 化 さ れ た 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ５ ６ と 、 ソ ケ ッ ト カ
バ ー ５ ７ と で 車 両 用 前 照 灯 ５ ０ の 灯 室 ５ ８ を 形 成 し 、 前 照 灯 ５ ０ の 灯 室 ５ ８ 内 に は 支 持 ブ
ラ ケ ッ ト ５ ６ の 鉛 直 パ ネ ル 部 ５ ３ 及 び ユ ニ ッ ト 支 持 部 ５ ４ が 位 置 し 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５
は 前 照 灯 ５ ０ の 灯 室 ５ ８ 外 に 延 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ し て 、 前 照 灯 ５ ０ の 灯 室 ５ ８ 内 に 位 置 し た 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ５ ６ の ユ ニ ッ ト 支 持 部 ５ ４
に は 半 導 体 発 光 素 子 ５ ９ と リ フ レ ク タ ６ ０ と 光 制 御 部 材 ６ １ と が 固 定 さ れ 、 光 制 御 部 材 ６
１ は 投 影 レ ン ズ ６ ２ を 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 の 、 半 導 体 発 光 素 子 ５ ９ を 光 源 と す る 車 両 用 前 照 灯 ５ ０ に お い て は 、 半 導 体 発
光 素 子 ５ ９ の 点 灯 時 の 自 己 発 熱 は 、 熱 の 良 導 体 で あ る 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ た 支 持 ブ ラ ケ
ッ ト ５ ６ の ユ ニ ッ ト 支 持 部 ５ ４ か ら ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ ま で 伝 導 さ れ て 移 動 し 、 ヒ ー ト シ
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ン ク 部 ５ ５ で 灯 室 ５ ８ 外 に 放 散 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 半 導 体 発 光 素 子 ５ ９ 点 灯 時 の 半 導 体
発 光 素 子 ５ ９ 自 体 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ４ １ ９ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 従 来 の 車 両 用 前 照 灯 ５ ０ に お い て は 、 半 導 体 発 光 素 子 ５ ９ で 発 生 し た 熱 の ほ と ん ど
は 該 半 導 体 発 光 素 子 ５ ９ が 載 設 さ れ た 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ５ ６ の ユ ニ ッ ト 支 持 部 ５ ４ か ら ヒ ー
ト シ ン ク 部 ５ ５ ま で 伝 導 さ れ て ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ で 灯 室 ５ ８ 外 に 放 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ は 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ の 外 気 （ 空 気 ） と 接 す る 部 分 の
全 表 面 の 放 熱 面 積 が 大 き い ほ ど 放 熱 効 率 が 高 く な り 、 放 熱 効 果 も 良 好 と な る 。 換 言 す る と
、 ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ の 大 き さ が 放 熱 効 率 に 関 係 す る こ と に な る が 、 従 来 の 車 両 用 前 照 灯
５ ０ の 場 合 、 ソ ケ ッ ト カ バ ー ５ ７ が あ る こ と に よ っ て ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ の 配 置 範 囲 が 該
ソ ケ ッ ト カ バ ー ５ ７ に よ っ て 限 定 さ れ る こ と に な る 。 そ の た め 、 ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ の 大
き さ に 制 約 が 加 わ る た め に 十 分 な 放 熱 効 率 が 得 ら れ な い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 た と え ソ ケ ッ ト カ バ ー ５ ７ が 不 要 で あ っ た と し て も 、 車 両 用 前 照 灯 ５ ０ の 取 付 け
空 間 の 制 約 の た め に 、 十 分 な 放 熱 効 率 が 得 ら れ る ほ ど の ヒ ー ト シ ン ク 部 ５ ５ の 寸 法 の 設 計
自 由 度 が 確 保 で き る か ど う か は 疑 問 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 問 題 に 鑑 み て 創 案 な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 Ｌ
Ｅ Ｄ を 光 源 と す る 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 に お い て 、 設 計 自 由 度 が 確 保 で き る と 共 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ の
自 己 発 熱 の 放 熱 性 を 高 め る こ と に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ の 温 度 上 昇 を 抑 制 し 、 よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光
効 率 の 低 下 が 低 減 さ れ て 所 定 の 照 射 光 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 少 な く と も 前 面 レ
ン ズ と 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 背 面 カ バ ー と に よ っ て 灯 室 が 形 成 さ れ 、 少 な く と も １ つ の Ｌ Ｅ Ｄ
光 源 と 、 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 か ら 出 射 さ れ た 光 の 光 路 を 制 御 す る 光 学 系 と 、 一 部 に 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ
光 源 が 載 設 さ れ た 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 と を 備 え た 灯 具 ユ ニ ッ ト が 前 記 灯 室 の 内 部 に 配 設
さ れ 、 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 が 前 記 灯 室 の 外 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 と
前 記 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 と が 前 記 背 面 カ バ ー を 挟 ん で 一 体 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 第 一 の ヒ ー ト シ
ン ク 部 、 前 記 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 及 び 前 記 背 面 カ バ ー の 夫 々 は 熱 の 良 導 体 で あ る 材 料 に
よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の い ず れ か １ 項 に お い
て 、 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 は Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ を 備 え た Ｌ Ｅ Ｄ 装 置 の い ず れ か 一 方
で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 は 、 少 な く と も 前 面 レ ン ズ と 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 背 面 カ バ ー と
に よ っ て 灯 室 を 形 成 し 、 少 な く と も １ つ の Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 と 、 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 か ら 出 射 さ れ た
光 の 光 路 を 制 御 す る 光 学 系 と 、 一 部 に 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 が 載 設 さ れ た 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部
と を 備 え た 灯 具 ユ ニ ッ ト を 灯 室 の 内 部 に 配 設 し 、 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 を 灯 室 の 外 部 に 配
設 し 、 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 と 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 と を 前 記 背 面 カ バ ー を 挟 ん で 一 体 化
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し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 で 発 生 し た 熱 が 、 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 及 び 背 面 カ バ ー を 順 次 経 て
第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 か ら 灯 室 の 外 部 に 放 散 さ れ る 熱 の 流 路 と 、 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 か
ら 灯 室 内 に 放 散 さ れ て 前 面 レ ン ズ 内 を 伝 導 さ れ て 灯 室 の 外 部 に 放 散 さ れ る 熱 の 流 路 の ２ 系
統 の 流 路 を 設 け る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 結 果 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 で 発 生 し て 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 か ら 灯 室 外 に 放 散 さ れ る 熱 エ ネ
ル ギ ー の 量 が 制 約 さ れ た と し て も 、 灯 室 内 か ら ハ ウ ジ ン グ を 介 し て 灯 室 外 に 放 散 さ れ る 熱
エ ネ ル ギ ー が 存 在 す る た め に 、 灯 具 全 体 と し て の 放 熱 効 率 を 十 分 確 保 す る こ と が 可 能 と な
り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 の 発 光 効 率 の 低 下 が 低 減 さ
れ て 所 定 の 照 射 光 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 よ っ て 、 灯 具 全 体 と し て の 放 熱 効 率 を 確 保 し な が ら 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 の 寸 法 を 小 さ
く す る こ と が で き 、 灯 具 の 取 付 け 空 間 に 制 約 が 加 え ら れ た と し て も 放 熱 性 能 を 維 持 し な が
ら 寸 法 の 設 計 自 由 度 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し な が ら 、 詳 細 に 説 明 す る （ 同
一 部 分 に つ い て は 同 じ 符 号 を 付 す ） 。 尚 、 以 下 に 述 べ る 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 好 適 な 具 体
例 で あ る か ら 、 技 術 的 に 好 ま し い 種 々 の 限 定 が 付 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 以 下 の
説 明 に お い て 特 に 本 発 明 を 限 定 す る 旨 の 記 載 が な い 限 り 、 こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も
の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 に 係 わ る 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 は
、 主 に 前 面 レ ン ズ １ 、 ハ ウ ジ ン グ ２ 及 び 背 面 カ バ ー ３ の ３ つ の 部 材 に よ っ て 灯 室 ４ が 形 成
さ れ て い る 。 前 面 レ ン ズ １ と ハ ウ ジ ン グ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ の 一 方 の 前 面 開 口 端 部 に 設 け
ら れ た シ ー ル 溝 部 ５ に 前 面 レ ン ズ １ の 周 端 に 設 け ら れ た シ ー ル 脚 部 ６ を 挿 入 し 、 シ ー ル 溝
部 ５ と シ ー ル 脚 部 ６ と の 隙 間 に 弾 性 シ ー ル 材 ７ を 充 填 し た 状 態 で 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ハ ウ ジ ン グ 側 に シ ー ル 溝 部 、 前 面 レ ン ズ 側 に シ ー ル 脚 部
が 設 け ら れ て い る が 、 前 面 レ ン ズ 側 に シ ー ル 溝 部 、 ハ ウ ジ ン グ 側 に シ ー ル 脚 部 を 設 け て も
よ い し 、 前 面 レ ン ズ と ハ ウ ジ ン グ と で シ ー ル 効 果 を 有 す る 係 止 部 が 構 成 さ れ る の で あ れ ば
、 両 者 の 係 止 部 の 構 造 、 係 止 手 段 等 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ と 背 面 カ バ ー ３ と は 柔 軟 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ た カ バ ー ホ ル ダ ８ で 支
持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 灯 室 ４ 内 に は 灯 具 ユ ニ ッ ト ９ が 支 持 さ れ て お り 、 該 灯 具 ユ ニ ッ ト ９ に は Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０
が 載 設 さ れ た マ ウ ン ト 部 １ １ を 有 す る 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ と 、 リ フ レ ク タ １ ３ と 、
遮 蔽 体 １ ４ と 、 レ ン ズ ホ ル ダ １ ５ と 、 投 影 レ ン ズ １ ６ と が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 灯 室 ４ 外 に は 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ が 配 設 さ れ て お り 、 灯 室 ４ 内 に 支 持 さ れ
た 灯 具 ユ ニ ッ ト ９ の 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ と 灯 室 ４ 外 に 配 設 さ れ た 第 二 の ヒ ー ト シ ン
ク 部 １ ７ と が 背 面 カ バ ー ３ を 挟 ん で 固 定 ネ ジ を 介 し て 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 構 成 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ を 点 灯 す る と 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ か ら 出
射 さ れ た 光 が リ フ レ ク タ １ ３ と 、 遮 蔽 体 １ ４ と 、 レ ン ズ ホ ル ダ １ ５ と 、 投 影 レ ン ズ １ ６ と
で 構 成 さ れ た 光 学 系 を 介 し て 前 面 レ ン ズ １ か ら 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 の 前 方 に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 そ れ と 共 に 、 「 背 景 技 術 」 に 記 載 し た よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ は 点 灯 時 に 自 己 発 熱 し 、
そ の 自 己 発 熱 に よ っ て Ｌ Ｅ Ｄ 自 体 の 温 度 が 上 昇 す る こ と に な り 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 効 率 の 低 下
に 起 因 し て 灯 具 の 照 射 光 量 が 低 減 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 の 点 灯 時 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る 手 段 が 施 さ れ て
い る の で 、 図 ２ に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ が 点 灯 す る と Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ で 発 生 し た 熱 は 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク
部 １ ２ か ら 延 び て Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ が 載 設 さ れ た マ ウ ン ト 部 １ １ に 移 動 す る 。 第 一 の ヒ ー ト
シ ン ク 部 １ ２ は 熱 の 良 導 体 で あ る 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ か ら マ ウ
マ ウ ン ト 部 １ １ に 移 動 し た 熱 は マ ウ ン ト 部 １ １ 内 部 を 伝 導 さ れ て 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １
２ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ は 、 互 い に 所 定 の 間 隔 を お い て 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 の 放 熱
フ ィ ン １ ９ を 備 え て お り 、 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ に 移 動 し た 熱 は 各 放 熱 フ ィ ン １ ９ 内
部 を 伝 導 さ れ て 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ の 端 部 に 到 達 し 、 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ の
端 部 と 背 面 カ バ ー ３ の 一 方 の 面 と の 接 触 界 面 ２ ０ を 介 し て 背 面 カ バ ー ３ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 背 面 カ バ ー ３ も 熱 の 良 導 体 で あ る 材 料 で 形 成 さ れ て お り 、 背 面 カ バ ー ３ の 一 方 の 面 か ら
背 面 カ バ ー ３ 内 に 移 っ た 熱 は 背 面 カ バ ー ３ 内 部 を 伝 導 さ れ て 背 面 カ バ ー ３ の 他 方 の 面 に 到
達 し 、 背 面 カ バ ー ３ の 他 方 の 面 と 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ の 端 部 と の 接 触 界 面 ２ １ を 介
し て 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ も 熱 の 良 導 体 で あ る 材 料 で 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 互 い に 所
定 の 間 隔 を お い て 平 行 に 配 置 さ れ た 複 数 の 放 熱 フ ィ ン ２ ２ を 備 え て お り 、 接 触 界 面 ２ １ を
介 し て 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ 内 に 移 っ た 熱 は 、 各 放 熱 フ ィ ン ２ ２ の 内 部 を 伝 導 さ れ て
夫 々 の 放 熱 フ ィ ン ２ ２ の 表 面 に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 夫 々 の 放 熱 フ ィ ン ２ ２ の 表 面 に 到 達 し た 熱 は 、 該 表 面 近 傍 の 空 気 に 熱 伝 達 さ れ て 移 動 し
、 空 気 を 媒 体 と し て 大 気 中 に 放 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 の 構 成 に お い て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ で 発 生 し て 灯 室 ４ 外
に 配 設 さ れ た 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ の 放 熱 フ ィ ン ２ ２ の 全 表 面 か ら 大 気 中 に 放 散 さ れ
る ま で の 熱 の 流 れ に つ い て 説 明 し て き た が 、 そ の 他 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ で 発 生 し て 第 一 の
ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ に 移 動 し た 熱 の う ち の 一 部 は 、 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ の 放 熱 フ ィ
ン １ ９ の 全 表 面 か ら 近 傍 の 空 気 へ 熱 伝 達 さ れ て 灯 室 ４ 内 に 放 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 と こ ろ で 、 車 両 に 搭 載 し た 灯 具 は 、 一 般 的 に 前 面 レ ン ズ を 介 し て 車 外 の 大 気 と 境 界 面 を
形 成 し て お り 、 灯 室 ４ 内 と 灯 室 ４ 外 と に 温 度 差 が 生 じ る と 、 熱 平 衡 状 態 を 維 持 す る た め に
熱 は 前 面 レ ン ズ 内 を 伝 導 さ れ て 高 温 側 か ら 低 温 側 に 向 か っ て 移 動 す る 。 そ こ で 上 記 の 場 合
、 　 灯 室 ４ 内 は 灯 室 ４ 外 の 大 気 ２ ３ に 対 し て 高 温 状 態 と な っ て お り 、 灯 室 ４ 内 の 熱 は 前 面
レ ン ズ １ 内 を 伝 導 さ れ て 灯 室 ４ 外 の 前 記 前 面 レ ン ズ １ 近 傍 の 空 気 へ 移 動 し 、 空 気 を 介 し て
大 気 ２ ３ 中 に 放 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 つ ま り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ で 発 生 し て 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ２ に 移 動 し 、 第 一 の ヒ ー ト
シ ン ク 部 １ ２ の 放 熱 フ ィ ン １ ９ の 全 表 面 か ら 近 傍 の 空 気 へ 熱 伝 達 さ れ て 灯 室 ４ 内 に 放 散 さ
れ た 熱 が 、 前 面 レ ン ズ １ を 介 し て 車 外 の 大 気 ２ ３ 中 に 放 散 さ れ る こ と に な り 、 よ っ て 良 好
な 放 熱 効 果 を 発 揮 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ の 点 灯 時 に 発 生 し て 第 二
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の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ に 移 動 し た 自 己 発 熱 及 び 灯 室 ４ 内 に 放 散 さ れ た 自 己 発 熱 を 、 夫 々 第
二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ の 放 熱 フ ィ ン ２ ２ の 全 表 面 及 び 前 面 レ ン ズ １ を 介 し て 灯 室 ４ 外 に
放 散 さ せ る こ と に よ っ て 、 放 熱 効 果 を 得 る よ う に し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ の 結 果 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 で 発 生 し て 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ の 放 熱 フ ィ ン ２ ２ か ら 灯 室
４ 外 に 放 散 さ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー の 量 が 制 約 さ れ た と し て も 、 灯 室 ４ 内 か ら ハ ウ ジ ン グ １ を
介 し て 灯 室 ４ 外 に 放 散 さ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー が 存 在 す る た め に 、 灯 具 全 体 と し て の 放 熱 効 率
を 十 分 確 保 す る こ と が 可 能 と な り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と に よ っ て Ｌ
Ｅ Ｄ 光 源 １ ０ の 発 光 効 率 の 低 下 が 低 減 さ れ て 所 定 の 照 射 光 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ こ で 、 灯 具 全 体 と し て の 放 熱 効 率 を 確 保 し な が ら 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 １ ７ の 寸 法 を
小 さ く す る こ と が で き 、 灯 具 の 取 付 け 空 間 に 制 約 が 加 え ら れ た と し て も 寸 法 の 設 計 自 由 度
を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部 及 び 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部 の 夫 々 に 形 成 さ れ た 放 熱 フ ィ ン
の 形 状 、 寸 法 は 、 配 設 可 能 な ス ペ ー ス 、 放 熱 効 率 な ど の 諸 々 の 条 件 を 考 慮 し て 設 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 は Ｌ Ｅ Ｄ の ベ ア チ ッ プ （ Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ） で も よ い し 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ を
実 装 し た Ｌ Ｅ Ｄ 装 置 で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 、 本 発 明 の 車 両 用 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 具 の 熱 移 動 の 過 程 を 示 す 参 考 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 車 両 用 灯 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 １ 　 　 前 面 レ ン ズ
　 　 ２ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 　 ３ 　 　 背 面 カ バ ー
　 　 ４ 　 　 灯 室
　 　 ５ 　 　 シ ー ル 溝 部
　 　 ６ 　 　 シ ー ル 脚 部
　 　 ７ 　 　 シ ー ル 材
　 　 ８ 　 　 カ バ ー ホ ル ダ
　 　 ９ 　 　 灯 具 ユ ニ ッ ト
　 １ ０ 　 　 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源
　 １ １ 　 　 マ ウ ン ト 部
　 １ ２ 　 　 第 一 の ヒ ー ト シ ン ク 部
　 １ ３ 　 　 リ フ レ ク タ
　 １ ４ 　 　 遮 光 体
　 １ ５ 　 　 レ ン ズ ホ ル ダ
　 １ ６ 　 　 投 影 レ ン ズ
　 １ ７ 　 　 第 二 の ヒ ー ト シ ン ク 部
　 １ ８ 　 　 固 定 ネ ジ
　 １ ９ 　 　 放 熱 フ ィ ン
　 ２ ０ 　 　 接 触 界 面
　 ２ １ 　 　 接 触 界 面
　 ２ ２ 　 　 放 熱 フ ィ ン
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　 ２ ３ 　 　 大 気

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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